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（１）市制施行７０周年記念事業キャッチフレーズフレーズの決定とロゴ

マークの募集について   

はじめに、来年１０月１日に迎える、市制施行７０周年の記念事業に用

いるキャッチフレーズの決定、およびロゴマークの募集についてお知らせ

いたします。  

まず、キャッチフレーズにつきましては、今年１月から２月にかけて公

募した作品、３６７点の中から、市制施行７０周年記念事業実行委員会に

おいて上位４作品を選定し、６月２０日から７月９日までの期間、インタ

ーネットなどによる市民投票を実施いたしました。その結果、投票総数２

，２１３票のうち７６８票を獲得した、芳賀町在住の水沼直人（みずぬま  

なおと）さんの作品、 ｢いちごのまちから  未来をつむぐ  もおか７０」に

決定いたしました。  

現在、市では、このキャッチフレーズとともに使用する７０周年記念事

業のロゴマークを募集しています。内容については、  

・キャッチフレーズの内容や７０周年記念事業の基本方針を表現した、シ    

ンプルで親しみやすいものであること  

・行政のみならず広く市民や地域団体、地域企業が使用することを想定し   

たものであること  

・プロ、アマ、年齢問わず、だれでも応募可能なこと  

・受付は電子データのみであること  

・縮小した際、２センチメートル四方での使用に耐えうるものであること  

・未発表の作品であること  

などであります。  

応募の締め切りは、８月３１日、木曜日で、インターネットのほか、作

品を記録したＣＤ－Ｒなどを郵送、または、窓口へお持ちいただく方法で

も受付しております。応募作品については、１０月開催予定の実行委員会

において上位４作品を選定し、その後、市内の小・中学生による投票を行

い、１２月には記念事業ロゴマーク１点を決定いたします。  

なお、表彰式については、キャッチフレーズおよびロゴマーク、合同で

の実施を予定しておりますので、準備が整い次第、改めてお知らせいたし

ます。  
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（２）産業団地の名称について  

次に、寺内地内で整備を進めている新たな産業団地についてであります

が、庁内で組織する企業誘致調査委員会において、産業団地の名称、およ

び、企業誘致を進めていく上での基本方針を決定いたしました。  

名称については、わかりやすく親しみやすいもので、かつ、本市の産業

団地であることを市  内外に示すため、「真岡てらうち産業団地」といた

しました。  

基本方針については、  

・本市における地域経済の持続可能な発展に資 (し )する優良企業の誘致を   

目指すこと  

・地域経済を牽引する地元企業の育成等に留意し、本社機能や生産機能等  

 の立地を希望し、経営内容が健全な企業の誘致に努めること  

・企業誘致全般に関する事項は、庁内で組織する「企業誘致調査委員会」  

で調査、検討すること  

・予約分譲による内定企業の希望を反映する「オーダーメイド方式」を取  

り入れること  

などを定めており、今後、この基本方針を基に、分譲や募集に関する各種

の規程を整備し、今後の用地取得の状況にもよりますが、用地取得が完了

した一部の区画について、今年度末の予約分譲開始を目指し、事業を推進

してまいります。  

なお、現時点において、複数の企業から問い合わせをいただいている状

況でありますので、今後、これらの意向調査もあわせて実施し、各企業の

具体的な立地計画の把握に努めてまいります。  

 

（３）部課長職ＤＸ宣言について  

次に、真岡市の全部課長職４４名によるＤＸ宣言についてであります。  

本市では、本年５月１５日に、「真岡市未来変革デジタル宣言」を発表

いたしました。その目的は、すべてをデジタルに移行するのではなく、デ

ジタルの活用によりアナログの価値を高め、サービス利用の選択肢を増や

すことにより、市民サービスの向上を図っていくことを、全職員の共通認
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識とすることであります。この考え方に基づく、今回の部課長職ＤＸ宣言

では、幹部職員がそれぞれの部署において、ＤＸ推進の強いリーダーシッ

プを発揮し、すべての分野において、業務・サービスを市民目線に変革し

ていく基本方針とするため、「地域社会や市民生活、職員の働き方などが  

どのように変わるのか」について、目指すべきビジョンと、そのために行

うことを宣言しています。  

なお、現在、デジタル戦略課において、部課長職ＤＸ宣言の取りまとめ

を行っており、近日中に市ホームページで詳細を公表する予定となってお

ります。  

 

（４）子ども議会の開催について  

次に、子ども議会についてでありますが、８月３日、木曜日、午後１時

から開催をいたします。子ども議会は、平成１４年度から、小学生と中学

生が１年交代で実施しており、今年は、中学校２年生を対象として、２１

名の議員が出席いたします。  

この体験を通じて、子どもたちが真岡市への理解を深めることにより、市

民の一員であることを自覚し、郷土への誇りや愛着を育んでくれることを

期待しております。また、私たち答弁者といたしましても、未来を担 (に

な )う子どもたちの夢や希望のある質問に対し、その趣旨を十分に理解し

た上で、答えてまいりたいと考えております。  

子ども議会の様子は、いちごチャンネルおよび「ＦＭもおか」で中継さ

れますので、ぜひ、ご視聴いただきたいと思います。  

 

（５）廃校利活用事業者の公募開始について  

次に、廃校利活用事業者の公募についてでありますが、現在、利活用方

法が決定していない旧山前南小学校、旧中村南小学校を対象に、８月７日

から事業者の再公募を開始いたします。  

廃校となった学校施設を有効に利活用することにより、地域の活性化を

図ることを目的としており、民間企業や団体など、業種や事業内容を制限

することなく、幅広い提案を受付してまいります。事前相談や施設見学に

ついても、随時、対応いたしますので、興味のある方は、財政課管財係ま
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で、お問合せいただきたいと思います。  

 

（６）女子小中学生のための理科実験教室  

次に、女子小中学生のための理科実験教室についてでありますが、これ

は、男女共同参画社会の実現に向けた新規事業で、 ｢サマーラボＭＯＫＡ

for サイエンスガールズ」と題して、女子小中学生が、理工系分野に興味

・関心を持ち、将来の自分をしっかりイメージして進路選択することを応

援する企画であります。  

内容は、「クエン酸と重層でアロマボムを作り発泡の作用を理解しよう」

というテーマで、入浴剤の成分や発泡作用の化学反応式について学びなが

ら、アロマ入りの発泡入浴剤を作成するものとなっております。理科が苦

手な方も、得意な方も、楽しい理科実験を通して、夏休みの思い出づくり

に参加してみてはいかがでしょうか。  

募集対象は、市内在住の小学５年生から中学３年生までの女子２０名で、

お申し込みは、市ホームページやチラシにある専用フォーム、または電話、

メールのいずれかで、８月１４日、月曜日まで受付しております。詳細に

ついては、市民協働推進室までお問い合わせください。  

 

（７）子育て世代交流会の募集について  

次に、子育て世代交流会の参加者募集についてでありますが、内容は、

全３回の体験教室および交流会で、特に男性の家庭参画支援として、ご夫

婦や親子で気軽に参加できるものとなっております。  

第１回目は、８月２７日、日曜日に ｢家族で家事シェア座談会 ｣を開催い

たします。男性が家事・育児に積極的に関わる家庭が増えていますが、ス

トレスなく仕事と家庭の両立を目指していただきたく、今年度は公開講座

とし、子育て中の方だけでなく、これからお子さんが生まれるご夫婦や、

子育てを卒業したご夫婦も参加いただけます。  

第２回目、第３回目は、主にお父さんとお子さんを対象として、９月３

０日、土曜日に「家族に作ろう！お菓子作り教室」、１１月３日、金曜日

に、「スポーツの秋、ミニサッカー教室」を開催いたします。開催場所や

申し込み期間については、それぞれの回で異なりますので、詳細について
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は、市ホームページでご確認いただきたいと思います。  

 

（８）家事シェアエピソードの募集について  

次に、我が家の家事・育児シェアエピソード募集についてでありますが、

男女共同参画推進の一環として、男性の家事参画の促進に向けた機運を醸

成するため、心温まるエピソードを募集しております。  

内容は、  

・パパの家事エピソード部門  

・パパの子育てエピソード部門  

・家族の協力エピソード部門  

と３部門を設け、各部門のテーマに沿った写真とエピソードを募集し、各

部門の大賞に選ばれた方には、真岡市ふるさと納税の人気商品をプレゼン

トいたします。また、番外編として「パパの家事育児宣言！」のメッセー

ジも受付しております。応募いただいた写真やメッセージについては、男

女共同参画情報紙等への掲載を予定しています。  

応募資格は、市内在住もしくは勤務・通学している方とし、応募方法に

ついては、９月２９日までに、インスタグラムからの投稿、またはメール、

郵送のいずれで、お一人何点でもご応募いただけます。詳細については、  

市民協働推進室までお問い合わせください。  

 

（９）市民活動推進センター指定管理者の募集について  

次に、市民活動推進センター「コラボーレもおか」指定管理者について  

でありますが、現在の指定期間が来年３月末で満了となるため、新たに候

補者を募集いたします。  

市民活動推進センターは、平成２０年１月から、市民の自発的で、営利

を目的としない社会貢献活動を支援するために設置しており、平成２３年

度以降は、効率的かつ効果的な運営を目指すため、指定管理者制度を導入

し、今回で４期目の募集となります。  

今回募集する指定期間は、令和６年４月から令和１１年３月までの５年

間となります。申し込み期間は、９月１１日から２０日までで、現在、応

募書類等を市ホームページに掲載しています。また、現地説明会を、８月
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３０日、水曜日に予定しておりますので、検討されている事業者の方は、

書類をご確認の上、必ず、ご参加くださいますようお願いいたします。  

 

（ 10）その他（８月のイベント、＃キャンペーン）  

その他といたしまして、事務局から２点、お伝えいたします。  

１点目は、８月のイベントについてお知らせいたします。「真岡の灯ろ

う流し」は、８月１５日、火曜日、午後６時から、行屋川水辺公園周辺で、

真岡商工会議所青年部の主催により開催されます。今年は、特設ステージ

において、真岡女子高合唱部や真岡市民合唱団などによる納涼コンサート

も行われます。  

「もおか木綿踊り」は、８月１９日、土曜日の午後５時５０分から、荒

町本通りで、もおか木綿踊り実行委員会の主催により開催されます。ダン

スフェスティバルから始まり、流し踊り、サンバパレードの３部構成とな

っているほか、「子どもお祭り広場」では、くじ引きや金魚すくいなどの

昔ながらのお店が出店いたします。  

「尊徳夏祭り」は、８月２６日、土曜日の午後４時３０分から、鬼怒川河

川敷緑地公園周辺で、尊徳夏まつり実行委員会の主催により開催されます。

郷土芸能大会や納涼盆踊り大会に始まり、午後７時３０分からは大花火大

会が開催され、約５ ,０００発の打上げが予定されています。 ぜひ、それ

ぞれのイベントに参加いただき、真岡の夏のお楽しみください。  

２点目は、ハッシュタグキャンペーンについてでありますが、８月のテ

ーマは「真岡の夏」であります。撮影した写真に「＃ｍｏｋａｆａｎ」と  

「＃ (ハッシュタグ )真岡の夏」を付けて、８月１日から３１日までの期間

にインスタグラム、またはツイッターで投稿してください。投稿された方

の中から、抽選で１名様にオリジナルのノベルティグッズを贈呈いたしま

す。  

 


